
平成２９年５月１日

災害復旧対策としての地籍調査の強化

地籍調査を加速化します！
平成２９年度



南海トラフ大地震に伴う津波災害に備え、沿岸部を重点整備

区域と定め、平成２７年度に策定した津市地籍調査事業計画

に基づき、平成２７～３６年度までの １０年間で集中実施！

災害復旧・復興の迅速化

被災後は道路等のライフ
ラインの復旧・復興が急務

インフラ整備の円滑化

インフラ整備では、事業区域
に係る用地調整が必要

土地の境界確認や調査測量
などを省略できるため、事業期
間が大幅に縮減できる

用地リスクが少ない事業計画
の策定ができるほか、用地取得
が円滑に実施できる

地籍調査への取り組み

津波災害時のライフライン等の速やかな復旧・復興

地籍調査が実施済であれば・・・

津市の地籍調査の取り組み



津地方法務局
調査
2.66ｋ㎡

既調査済み
8.01ｋ㎡

計画全体面積
２６ｋ㎡

重点整備区域内の状況

香良洲総合支所

地籍調査（津市）
3.7１ｋ㎡

官民境界等
先行調査（津市）
11.6２ｋ㎡

都市部官民境界基本調査
（国土交通省）



平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

77

37

15

地籍調査の推進① 当初予算を倍増

国に対し積極的な要望活動を行い財源確保を行ったうえで、

平成２９年度予算額を 約２倍 （当初予算比） に！

当初予算額の推移
（単位：百万円）



地籍調査の推進② 体制の強化

「用地・地籍調査推進室」
を新設

法務局ＯＢを非常勤参与
として配置

法務局より、登記事務の専門家
であるＯＢを２人迎え入れ、
非常勤参与として配置！

平成２８年度
建設政策課調査担当
３人で取り組み

平成２９年度
新たに 「用地・地籍調査推進室」
を設置し、地籍調査専任担当者を

６人に倍増

法務局との密接な連携を図るとともに担当職員の専門性を
更に高め、地籍調査をより強力に推進します !

篠原敏彦

松山芳和 前職：津地方法務局次長

前職：津地方法務局松阪支局長



地籍調査事業
（実施主体：市）

都市部官民境界基本調査
（実施主体：国土交通省）

【要望中】 （液状化対策）

河芸地区

【要望中】 （南海トラフ型）

白塚・栗真・
北立誠・橋内地区

【実施済】 （南海トラフ型）

高茶屋・雲出・
香良洲地区

【実施中】 （南海トラフ型）

白塚・南立誠・
雲出地区

地元のみなさまのご協力により、
ほぼ１００％の立会率で調査を実施

重点整備区域の進捗状況

境界立会・地籍測量の実施

香良洲町：川原地区・小松地区

進捗率 ３．２９％
（平成２８年度末見込み）

平成２８年度

香良洲町：稲葉地区

平成２７年度



【閲覧】
稲葉地区
川原地区・小松地区

【境界立会・地籍測量】
桜町地区・地家地区
砂原地区・浜浦地区

平成２９年度の事業計画

香良洲地域

２ ３

境界立会には地元の
みなさまのご協力が
不可欠です。
ご協力をお願いします。

小松地区

稲葉地区

川原地区

浜浦地区
砂原地区

地家地区

桜町地区

事業完了

事業着手



モーターボート競走事業会計
財務適用後１カ月見えてきた課題と解決

岩田川スタンド風景

旧スタンド棟風景

平成２９年５月１日

現在



モーターボート競走事業の概要

昭和２７年７月４日 登録公認第１号として岩田川河口で初レース

平成２３年９月１０日 外向発売所 （津インクル） を開設 年間約３６０日発売

平成２９年４月１日 地方公営企業法を適用開始 （競艇事業部を改編）

場外発売場のオープン

昭和４４年６月 岩田川河口から津市藤方へボートレース場を移転

平成１２年３月 第１期工事完成 （第２期工事：平成１４年７月完成）

初代スタンド棟

旧スタンド棟

平成２７年８月１１日 ミニボートピア名張

平成２９年３月２４日 チケットショップ養老

今年で６５周年

ボートレース津初

岐阜県内初

新スタンド(現在)



地方公営企業法を適用するメリット

●その指標に基づき適切な経営
判断が可能であることから地
方公営企業法の適用を開始

特別会計 地方公営企業法

会 計 現金主義会計 発生主義会計

簿 記 単式簿記 複式簿記

財務諸表 損益計算書
損益計算書
貸借対照表

キャッシュフロー計算書

地方公営企業法の適用に伴い

ボートレース事業の
ような公営企業は、
現金主義に見られ
ない多くの特色があ
ります

現金の収支に伴い
計上

経済活動の発生という
事実に基づき記録

現金主義会計 発生主義会計

●財務分析を行うには、発生主
義会計にある損益計算書を始
め、貸借対照表の把握が必要



発生主義会計の主な変更点

歳入＝歳出
歳入＝
歳出＋単年度純利益

●入場料
●勝舟投票券発売収入
うち本場売上収入
うち場外売上収入

●財産収入

●総務費
●事業費
●施設費

公債費 元金

＜特別会計＞

歳入

歳出

▲原価
（開催費、場外発売場事務受託費）

売上高（営業収益）

売上総利益

▲販売管理費（施設管理費、

競走実施費、販売促進費、総係費）

減価償却費

営業利益

▲営業外費用 （企業債利息等）

営業外収益（使用料等）

経常利益

▲特別損失 （退職引当金）

特別利益

売上総利益・
営業利益

ボートレース事業の
本業の損益

経常利益

ボートレース事業の
本業に加え、土地の

使用料などを含めた損益

当年度純利益

１年間の全ての損益
の結果

＜企業会計＞

損益計算書

・・・



単年度純利益に換算すると （平成２２年度～平成２８年度）

2.9億
1.9億

3.1億

4.5億
3.6億

7.4億
8.0億

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

●基金（施設整備、財政調整）を控除
●公債費＝減価償却とした場合

SGﾁｬﾚﾝｼﾞ
ｶｯﾌﾟ開催

経営努力により、収益は大幅に改善

平成２３年９月
外向発売所 （津インクル） オープン
年間約３６０日発売
収益は１６６．５％増 （H２２年度比） 平成２７年８月に場外発売場（名張）を

オープンするなど新たな収益を確保

プレミアム
GⅠ開催

電話投票は、近年の需要に加え
ホームページリニューアルによるスマート
フォン対応を図るなどにより、収益は
２４７．６％増(H22年度比）

津インクル
初期投資

見込
電話投票
２．６億円
収益増加



自場

２０％

受託

２９％

電話投票

４０％

場外委託

10%

場外発売場

1%

平成２８年度

収益源

自場

４７％

受託

２４％

電話投票

２３％

場外委託
６％

平成２２年度

単年度純利益の内訳を形態別に比較すると

この７年で収益の主力は自場４７％(H22) 電話投票４０％(H28)に移行

単年度純利益は大幅に改善。一方で、来場者は減少傾向

●ボートレース津に来場し発売した割合（自場+受託） ７１％ ４９％ （▲２２ポイント）

日当たりの来場者数 ２，４１９人 １，５６５人 （▲３５％）

●自場
主にスタンド棟で発売

●受託
他のボートレース場で
開催したレースを外向
発売所で発売

●電話投票
パソコン、スマートフォ
ンで発売

●場外委託
他のボートレース場で
発売

●場外発売場
名張・養老で発売



貸借対照表

資 産 の 部 負 債 の 部

固定
資産

土 地 1,498 固定
負債

企業債 1,064
建 物（付属建物） 7,763 リース債務 275
機 械 306 合 計 1,339
船舶・工具 58

流動
負債

企業債 272
リース資産 767 リース債務 286
出資金 40 未払金 3,488
基 金 2,300 その他流動負債 95

合 計 12,732 長期前受金 319

流動
資産

現金預金 1,009 合 計 4,460
未収金 3,186 負債合計 5,799
その他流動資産 32 資 本 の 部

合 計 4,227 資本金 11,160
資産合計 16,959 負債・資本合計 16,959

企業債＋
リース債務
債務合計
約１９億円

これまでの利益 約111億円

施設全体で
約１０３億円

スタンド棟
約７１億円

現金合計
約３３億円

施設整備
約２３億円

主な指標
●自己資本比率 ６５．８％
●固定比率 ９３．１%(100%以下)

●施設全体 約１０３億円＜ 資本金 約１１１億円

●現金合計 約３３億円＞ 債務 約１９億円

平成２９年度当初予算

「単位：百万円」



●スタンド棟の本場売上・入場料の減少

●施設の老朽化による維持管理コスト増

建物（付属建物）の償却済額は､総額約９３億円。そ
の内、付属建物（電気設備、空調設備）の償却が、平
成２９年に終了
再投資額は、約５６億円が改修に必要な積立額
（固定資産の評価は、公認会計士が調査確認）

施設整備基金積立額の
積立額は２３億円

付属建物の再投資額は約５６億円

緊急に備えるための改修資金を確保。計画的に

施設改修しながら積立を増やします

地方公営企業法を適用したことで見えてきた２つの課題

スタンド棟 施設整備に係る積立金

平成２２年度 平成２８年度

基金 ０億円 ２３億円

取得原価 償却累計額 帳簿価格

建 物 103.2億円 36.2億円 66.9億円

付属建物 61.4億円 56.9億円 4.3億円

合 計 約164億円 約93億円 約71億円

平成２２年度 平成２８年度

本場売上 ７７．４億円 ⇒ ４７．６億円 ▲３８％

入場料 ８８百万円 ⇒ ５６百万円 ▲３６％

企業会計導入後も、費用対効果を検証し
適正な改修をしながら、積立も増やします

今後の施設整備は、来場者、施設の維持コスト、施
設整備基金の積立額を踏まえ、計画を進めます
【老朽化している主な施設】
昭和４４年５月 競技棟
昭和５７年４月 管理棟



H22
経営改善
に向けた
取組

H2８
繰出金
１億円

H36
ｽﾀﾝﾄﾞ棟
企業債
完済

H29
施設整
備計画

ボートレース事業部の課題の取り組み

①津市財政への貢献を継続
平成２８年度から１億円繰り出し、今後も引き続き繰り出しします

②ボートレースファンに楽しんでいただけることを常に考えます
親から子へ、子から孫へ親しまれるボートレース場を目指します

③経営基盤の強化
●スタンド棟の修繕計画
●老朽化した整備棟の改修

●施設整備基金（建設改良積立金）

●スタンド棟の企業債の完済に向けて

平成２９年度に施設整備計画を策定

さまざまな施設の在り方を検討
●ボートレース場の駐車場に店舗誘致
●ボートレース場の一部を公共施設として提供
●ファミリールームの新設
平成２９年度中に施設整備計画策定後に施策を具体化

施設整備基金23億円に加え積立を増やします

スタンド棟の企業債は平成３６年で完済
将来に向けた施設整備の財源確保



ご来場を、お待ちしています！

～平成２９年７月４日はボートレース津６５歳の誕生日～

親から子へ、子から孫へ親しまれるボートレース場を目指して

日本財団会長杯争奪戦の開催期間中
【平成２９年６月２９日（木）～７月４日（火）】

●入場料が無料
●有料指定席Ｂが半額 （５００円）
●ボートレース津の歴史を振り返るパネル展を開催

岩田川スタンド風景



平成２９年５月１日

津なぎさまち

平成２８年度の高速船利用者数が

過去８年間で最大に！



年度 津発 空港島発 年度計 1日平均 Ｈ２５年度比
（1日平均）

Ｈ２１年度 132,608人 131,469人 264,077人 723人 95.1%

Ｈ２２年度 140,727人 136,296人 277,023人 759人 99.8%

Ｈ２３年度 134,445人 130,373人 264,818人 724人 95.2%

Ｈ２４年度 136,798人 131,525人 268,323人 735人 96.7%

Ｈ２５年度
（式年遷宮）

141,059人 136,339人 277,398人 760人 100.0%

Ｈ２６年度 133,839人 128,697人 262,536人 719人 94.6%

Ｈ２７年度 132,874人 128,984人 261,858人 715人 94.0%

Ｈ２８年度 140,061人 137,529人 277,590人 761人 100.1%

高速船利用者数の推移
平成２８年度の高速船利用者数

式年遷宮が行われた平成２５年度を上回る２７７，５９０人が利用

平成２５年度 （式年遷宮） と比べて・・・約０．１％ １９２人の増加

平成２７年度 （ 前年度 ） と比べて・・・約６．０％ １５，７３２人の増加



こどもの日（５月５日）限定のお得な情報

保護者１名に対して

同伴する小学生１名が無料

小学生乗船無料
キャンペーン

時刻表及び料金表

津なぎさまち 中部国際空港

大人 ２，４７０円

小人（小学生） １，２４０円

特別席 ＋５２０円

中部国際空港（セントレア）発
津なぎさまち行き

津なぎさまち発
中部国際空港（セントレア）行き

セントレア発 津なぎさまち着 津なぎさまち発 セントレア着

7:00 7:45 6:00 6:45
8:00 8:45 7:00 7:45
9:00 9:45 8:00 8:45
10:00 10:45 9:00 9:45

11:00 11:45 10:00 10:45
12:00 12:45 11:00 11:45

13:00 13:45 12:00 12:45
14:00 14:45 13:00 13:45
16:00 16:45 15:00 15:45

17:00 17:45 16:00 16:45
18:00 18:45 17:00 17:45

19:00 19:45 18:00 18:45
20:00 20:45 19:00 19:45

21:00 21:45 20:00 20:45

22:00 22:45 21:00 21:45

津なぎさまち及び空港島旅客船

ターミナルにて、始発便から小学

生各先着１００名に、

高速船のペーパー

クラフトをプレゼント

高速船のペーパークラフト
プレゼント

津エアポートライン株式会社



津なぎさまち活性化イベントの開催

平成２９年５月７日（日）１０時～１５時日時

津なぎさまち内旅客船ターミナル及び
その周辺

場所

津なぎさまち活性化イベント「ＳＥＡ ＬＩＮＫ」の開催

● 出展コーナー （地元グルメ・体験）
● フリーマーケット
● クラシックカーカフェ
● フィッシングチャレンジ など内容

津なぎさまちでは、今後も継続して
毎月第１日曜日に「ＳＥＡ ＬＩＮＫ」を開催

津なぎさまちイメージアップ
事業実行委員会



三重交通株式会社により
津なぎさまちから

伊勢市駅・伊勢神宮までを結ぶ
「神宮リムジンバス」を運行

お伊勢さん菓子博２０１７で高速船をＰＲ

平成２９年４月２９日（土・祝）に
「お伊勢さん菓子博２０１７」の津市ＰＲイベント

において、高速船の利用をＰＲ



高速船に関するお問い合わせ

電 話 ０５９-２１３-６５８２

津エアポートライン株式会社

http://www.tsu-airportline.co.jp/

電 話
ファクス
E-Mａｉｌ

都市計画部交通政策課
０５９-２２９-３１８０
０５９-２２９-３３３６
229-3289@city.tsu.lg.jp

お問い合わせ


